
桜は、すでに葉桜に変わりはじめ、新緑の季節に向

かって準備を始めました。人間だけでなく、植物もまた

１年の歩みを始めます。本日の聖書の言葉のように、あ

らたに「沖に漕ぎ出す」のです。 

この季節になると思い出すことが一つあります。今か

らおよそ１０年前、英語のネイティブスピーカーの先生

を学校は探していました。当時、私は、英語科の主任で

したので、その時の校長先生と共に、履歴書が送られて

きた先生とオンラインで面接をしました。ニュージーラ

ンドの方で、大学を出たばかりの２１歳の先生でした。

とても明るく、元気をもらえるような先生でしたので、

きっと生徒にもよい影響を与えるだろうと思い、「この

先生に是非、海星に来てもらいたい」と校長先生にお願

いしました。願いは叶い、その先生は海星に来られるこ

とになりました。しかし、彼女の立場から考えたら不安

だったでしょうね。オンラインで面接を受け、行ったこ

ともない海外の学校にはるばる一人でやって来る。ネー

ムプレートを持って空港で彼女を探しました。はじめて

会ったとき、思わず、「よく来たねー」と言ってしまい

ました。その時、笑いながらも、彼女が言った言葉、

「正直、怖かった」。 

彼女にとっては「沖へ漕ぎ出す」ことと同じ、大きな

チャレンジだっただろうと思います。とても勇気のある

方です。彼女は私が期待した通り、とてもよい仕事をし

ました。今、これだけドラマの授業が発展しているの

も、彼女がその土台を作ってきたからだと思っていま

す。大学を出たばかりの新しい先生を迎えるときは指導

教官がついて、教案を作って授業をします。私は厳しい

ので、彼女が途中で音を上げるのではないかと思いまし

たが、愚痴らずよく頑張ってついてきました。素直で、

従順で、自分の成長を大事にしている先生でした。７年

間お勤めになられました。お国に帰りたいというお話を

受けたとき、本当にショックでした。そのとき彼女は私

にこう言いました。「わたしはずっと成長し続けたい。

階段を一つ上って、そこから新しい景色を見てみた

い」。つまり、彼女はさらに沖へと漕ぎ出していったの

です。今は、本校の姉妹校であるハミルトンガールズで

教鞭をとられ、本校の留学生を支えてくださっていま

す。 

「沖へ漕ぎ出し、網をおろして魚をとり

なさい。」 

これはイエスが、夜通し働いても何も取れず、疲れ

切っていたイエスの弟子・ペトロに語った言葉です。も

う十分努力した。結果も出なかった。これ以上やっても

無駄かもしれない――そんな思いの中で、イエスは「沖

へ漕ぎ出しなさい」と言われました。 

「沖」とは、岸辺よりも深く、不安も大きい場所で

す。自分の力だけでは、流れをコントロールできない、

心もとない場所です。しかし、そこにこそ大きな実りが

備えられていたのです。 

皆さんにとっての「沖」とは何でしょうか。今は、苦

手な教科に挑戦することかもしれません。新しい友人関

係を築くことかもしれません。部活動でステップアッ

プ、一つ上を目指すことかもしれません。あるいは、こ

れまで目を背けていたけれど、自分の将来について真剣

に考え始めることかもしれません。 

私たちは、つい安全な岸辺にとどまりたくなります。

失敗によって傷つきたくない。だから、限られた同じ空

間の中にとどまりたいという願望が働きます。しかし、

刻一刻と卒業の日は近づいてきています。桜の木が新緑

の季節に向かうように、思い切って、新しい一歩を踏み

出さなければ、新しい景色を見ることはできません。卒

業してから新しい景色を見ることを期待するのではな

く、高校生のうちからいろいろな景色を見てみてくださ

い。そうすれば、卒業するときに、自分のなすべきこと

を確信して進路を定め、そこから大きく「かわる」こと

ができ、あなたの人生はより豊かなものとなることで

しょう。 

ペトロは、「何もとれませんでした」と言いながら

も、「お言葉ですから、網をおろしてみましょう」と応

えました。そこには、イエス（神）に対するペトロの信

頼があります。そして、その一歩を踏み出すということ

を選んだ、ペトロの従順さと勇気が、思いがけない豊か

な実りにつながったのです。 

第１学期は、長い一年の土台を築く大切な時期です。

結果を恐れるよりも、挑戦する姿勢を大切にしましょ

う。失敗は恥ずかしいことではありません、挑戦した証

しです。何度でも、何度でもやってみてください。皆さ

ん一人ひとりの中に、まだ引き出せていない可能性が

眠っています。どうかこの１年、「沖へ漕ぎ出す」とい

う言葉を意識して学校生活を送ってください。より深い

ところへと一歩踏み出してみましょう。きっと、これま

でとは違った景色が広がって、あなたの人間の幅を広げ

ることでしょう。 

今年も、海外派遣・受け入れを含め、様々なイベント

を準備しています。どうか積極的に参加してください。

その先には、皆さん自身もまだ知らない豊かな実りが

待っているはずです。 

新しい歩みの上に、神様の祝福が 

豊かにありますように。 
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第１学期始業式「～沖へ漕ぎ出す～」（抜粋）  
学校長 古賀誠子 

１学年 

２学年 

３学年 

生徒の皆さん、ご入学・進級おめでとうございます。 

2学年の学年目標は「他者との関わりを大切にし、多くのこと

にチャレンジする」としました。 

出会いの機会に恵まれるこの1年間、仲の良いお友達のみでは

なく、クラスメイト・先生方・部活のチームメイト・委員会・

修学旅行・国際交流…ぜひ、たくさんの人との関わりを大切に

してくださいね。また、高校生活にも慣れ、検定試験や海外研

修等、自らチャレンジし、未だ知らない自分に出会い、視野を

広げるために漕ぎ出す1年にしていきましょう。 

海星で過ごす高校時代が実りあるものになりますように、今

年度も共に歩んでまいりましょう。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

２学年主任 谷本 理奈 

3年生の皆さん、海星3年間の集大成の学年とな

りました。皆さんは今、神様からのお恵みの中で大

切な時を過ごしています。「地の塩、世の光」とし

て、自分の意志で未来を切り開く時です。そしてこ

の先も「愛をもって真理に向かう」私たちでありま

すように。海星で過ごすかけがえのない一瞬一瞬が

皆さんの人生の力となりますように。保護者の皆

様、今年度も学校と家庭が連携し、お嬢様が自信を

持って挑戦していけるよう、サポート体制を整えて

まいります。1年間、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

３学年主任 森 香織 

4月8日に第63回入学式が行われました。今年は101名の新入生を迎え、来賓

の皆様と多くの保護者の方々の参列を賜り、無事に入学式を終えることが出来ま

した。神様のお導きによって海星に入学した生徒一人一人を大切にし、「愛を

もって真理にむかう」という学院モットー、そして、カトリックの精神に基づい

て、学年団一丸となって教育活動に取り組んでいきたいと考えております。 

翌日からは、2日間の校内研修が実施されました。初日は校長先生から「海星

の教育」と題して本校の宗教教育についてお話がありました。初めて触れるカト

リックの教えに生徒も目を輝かせて聞いていました。2日目には、1学年全員で

キャンドルサービスを行いました。各担任から一人ずつキャンドルを授かり、海

星の一員として学校生活をスタートさせました。神様のお恵みをいただき、良い

学校生活を始めることが出来ました。 

入学式でもご挨拶をさせていただきましたが、保護者の皆様のご意見を伺いな

がら、お嬢様方の成長を支え、共に歩んでいきたいと考えております。何卒ご理

解とご協力を賜りますようよろしくお願いします。１学年主任  坂口 令 



 

   Schedule of events 

4/27 月 体育会練習開始 

5/11 月 体育会 

5/20 水 
宗教朝礼 

（聖母月） 

5/27 

～ 

5/29 

水 

～ 

金 

中間考査 

☞海星のHPで「360°VRツアー」をチェック！ 

ご入学おめでとうございます 

初めまして、国語科の秋 しの

ぶ（あきよし しのぶ）です。

旅と落語とミステリーが大好き

です。今は編み物にチャレンジ

中です。「健康、感動、感謝、

～てみよう」をモットーに、少

しでも皆さん

のお役に立て

ればと思って

います。よろ

しく願いしま

す。 

 

初めまして。今年度から保健体

育科を担当します岩崎日香（い

わさき ひかる）と申します。

専門競技は、バスケットボール

です。皆さん

と一緒に成長

していきたい

と思います。

よろしくお願

いします。 

養護教諭として着任しました

末廣瑶（すえひろ よう）で

す。好きなものはフルーツな

ど甘いものです。趣味は読書

と音楽鑑賞です。生徒の心と

身体の健康を

守ることがで

き る よ う に

しっかりと頑

張りたいと思

います。よろ

しくお願いし

ます。 

このたびご縁をいただき書道を担当さ

せていただくことになりました野口み

はる（のぐち みはる）です。書の学

びを通して、一人ひと

りが与えられた賜物に

気づき、心の豊かさが

育まれていくよう丁寧

に向き合ってまいりま

す。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

はじめまして。今年度より芸術科書道

を担当させていただきます山口知恵子

（やまぐち ちえこ）です。 

豊かな自然の中で静かに自分と向き合

いながら書を愉しむ…。そんな素敵で

贅沢な時間を生徒のみなさんとともに

過ごせたらと思っています。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

初めまして。バスケットボール部

外部コーチを担当させていただき

ます吉村誠（よしむら まこと）

です。福翔高校出身で、小、中、

高とバスケを続けてきました。バ

スケを楽しみながら、目標に向

かって挑戦する力を養えるよう全

力でサポートします。よろしくお

願い致します。 

入学式 

新任の先生方 

 令和8年4月8日に第63回入学式が挙行されました。在校生が手作りしたピンクのコサージュを胸に、

101名の新入生が海星の生徒として一歩を踏み出しました。新入生代表が「自己の向上をめざすよう努力

することを誓います」と力強く宣誓すると、それに応えて在校生を代表して生徒会長の西塔このみさん

が新入生に熱いエールを送りました。 

新入生研修 キャンドルサービス 

学校長式辞 
歓迎の言葉 

私たちが全力でサポー

トしますので、困った

ことがあればいつでも

頼ってください。さま

ざまな人との出会いを

大切にし、多くのこと

を経験して自身を成長

させてください。 

新入生宣誓 

新入生一人ひとりが担任から希望の光を

受け取りました。 

◀キャンドルで描いた校章  


